
102 第43巻　日本公衛誌　第2号 平成8年2月15日

全国川崎病サーベイランス

―1984年～94年の成績とシステムの妥当性の評価―

屋代 真弓 坂田 清美

中村 好一 柳川 洋

　目的：厚生省川崎病研究班は，川崎病患者の発生状況を監視し，異常発生がおきた場合，迅速に情報を提

供する目的のサーベイランスを実施してきた。本研究は，サーベイランス成績から得られた11年間の時系列

変化を明らかにするとともに，患者発生の推移を同時期の川崎病全国調査成績と対比することにより，サー

ベイランスの妥当性を評価することを目的としている。

　方法：全国143ヵ所の小児科を有する医療機関を対象に，毎月患者数報告用の葉書を送付し，性別，上中

下旬別患者数の報告を依頼した。今回1984年～94年の11年間の成績を解析した。

　結果：

　1.　サーベイランスによって11年間に報告された患者数は合計21,406人であった。

　2.　11年間に2回の流行を経験したが，最近の8年半は，患者数の明らかな増加はみられなかった。

　3.　サーベイランスと全国調査の患者数を比較してみると，両者とも同じ推移を示しサーベイランスによ

る患者推移の妥当性が確認された。

　4.　全国調査の約1/11の施設から，全国調査で報告された患者の約1/3がサーベイランスで報告されたこ

ととなり，効率的な情報収集が行われているといえる。

　5.　サーベイランスによる患者数と全国調査による実測患者数の比を基に，患者数の推定を試みたところ，

1993年5,700人，94年6,000人であり，0-4歳の小児人口10万対の年平均罹患率は90であった。

　結論：以上の成績よりサーベイランス体制を継続して，新たな流行に関する迅速な情報の提供を行う必要

のあることが示された。また，本サーベイランスに用いられた情報収集システムは他疾患にも応用しうるこ

とが示唆された。

Key words :川崎病，サーベイランス，流行，疫学


















	43_02_0102.pdf
	page1




